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1. 間脳，下垂体，卵巣系に対する胸腺の位置(第 1
報)
加藤孝子，菊池義公，関克義
森川真一，高見沢裕吉(千大)
胸腺は卵巣の生後発育に重要な役割を果していること
が知られているが，胸腺が下垂体を介して卵巣に直接，あ
るいは免疫系を介して卵巣に作用するのか未だ不明であ
る。そこで，新生時期に胸腺別出した Ratにおいて，
生直後より Pubertyにおける Gonadotropin(FSH. 
LH. PRL)動態，卵巣の形態的変化， 腫開口， 睦スメ
アーの変化について観察した。胸腺易Ij出は，生後初期の
卵胞発育に影響を与え，血中 FSHLHにも影響を与え
る。 
2. 内毒素投与マウスの致死に及ぼす各種ステロイド
ホルモン投与の影響一肝代謝との関連性
関谷宗英(千大) 
Swiss雄白色マウス (24:!:2 g)に Salmonellatyph・ 
imurium内毒素1000μg(Difco)を腹腔内投与すると48
時間後無処理対照の生存率は， 30.8%であるが，コーチ
ゾン， トリアムシノロン lmgを同時に投与するとそれ
ぞれ57.9%，84.2%と生存率は，有意に上昇した。逆に
性ステロイドでは，かかる効果は認められなかった。ま
たかかるステロイドホノレモンの効果と肝の各種酵素の変
動の間には，明白な相関が認められなかった。(本研究
は INSERM，U・36，パリにおいて Dr.M. K. Aga-
rwal及び Dr.G. Lazarとの共同研究の一部である。) 
3. 	 プロスタグランディン系による再生肝 DNA合
成の増加
神崎頼仁(千大)
ネズミの肝臓を体外にとり出して12時間濯流した実験
で以下の結果を得た。
1.アラキドン酸添加の群は無添加の群より DNA 
合成は 2倍以上増加した。 
I.無蛋白食4日間・飢餓8時間の群ではアラキドン
酸添加の効果はなかった。 
ill.70%肝部分切除をした群はアラキドン酸添加の有
無にかかわらず無処理の群より 2倍以上の DNA合成
増加があった。 
4~ 	 ラット中隔の外側核および内側核からの投射線維
戸出健彦(千大)
大脳辺縁系および寿辺縁系に属する海馬，中隔，幌，IJ坐
核さらに視床下部は生殖活動に密接に関与しているが，
電気生理学的には排卵現象に対して中隔外側核，側坐核
は促進的に海馬は抑制的に作用することが認められてい
る。今回，演者は解剖学的に上記核群の線維結合関係を
明らかにする目的でラット中核の外側核，内側核を限局
的に破壊した例の NantaGygax染色標本を用いて中
核から起こる変性線維を観察した。 
5. 	 ラット胎盤の物質通過性
松浦成(千大)
妊娠15日目のラットに標的粒子一フェリチン，パーオ
キシデー ス， グリコーゲン， デキストランを静注し， 
10. 20. 40. 60分， 6時間， 1，2，3日後に経時的に
胎盤を取り出し，電顕にて観察した。
上記の 4粒子共，栄養細胞の中層細胞に取込まれ，ラ
イソゾームに集積した。一方注入後40分で、蛋白粒子は中
層細胞で Blockされたが，多糖類は栄養細胞層を超え，
胎児へ移行した。従って胎盤の通過性は粒子の大きさよ
りもその性状によると思われる。 
6. 最近3年間の当科における臨床統計

一一妊娠・分娩時合併症の統計一一

赤嶺正裕(千大)
昭和49.50. 51年度の当科における分娩総数1778名を
対称に妊娠時合併症，特に妊娠中毒症及び分娩時合併
症，特に分娩時異常出血について統計的観察を行なっ
た。昭和50.51年度の妊娠中毒症軽症は370人， 32.0%， 
重症は22人， 1.9%であった。分娩時異常出血は過去 3
年間で52人， 3.1%であった。初産，経産に差はみられ
